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るものであるが，沿岸部でも斜面の向きによってピー

クの現われ方に差があることを見いだし，その差を梅

雨末期豪雨と熱帯低気圧といった気象現象の違いで説

明を試みたわけである．この研究ではできるだけ長い

統計期問を取るようにしたが，それでも豪雨発生の偶

発性によって，グループ化が影響を受けている可能性

はある．ともあれ，以上のような大雨発生度数の日変

化および季節変化の特徴は，大雨予想のためのガイダ

ンスの作成，あるいは注意報・警報の発表作業の手順

に取り入れられれば，精度向上が期待できそうである．

　本論文では便宜上，行政区分（都府県）ごとに統計

した資料で調査した．行政区分はある程度は地形区分

も反映しているが，行政区分からの地形的特徴の考察

では明確な結論が導きにくい．今後，さらに地形に密

着した区分で調査すれば，より明瞭な特徴を掴める可

能性がある．一方，台風襲来の経年変化などを考慮す

れば，10年問の資料は必ずしも十分な量とは言えない

面もあり，別のより長い期問での調査により新たな特

徴を見いだせる可能性もある．また類似性の尺度につ

いての調査も進め，多次元クラスター分析の適用など，

より客観的な手法の利用も試みたい．
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